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本日、ベイシスについて覚えていただきたい４つのこと

IoTのインフラ構築事業が急成長し、過去最高売上を
達成（上方修正発表済み）
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今後は株主還元も強化、株主優待を開始3

全国に広がるパートナー網×テクノロジー活用の
唯一無二の会社で、多重下請構造をアップデートする

2

1

2026年100億円、2030年300億円の売上高達成に向け
順調に成長中
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1972年、広島県生まれ

大学卒業後、通信エンジニアリングサービス事業を行う企業に就職

1996年に個人事業主として独立

2000年7月広島にて法人化（現ベイシス株式会社）

2021年6月東証マザーズ（現グロース市場）上場

代表取締役社長

吉村公孝
KIMITAKA 

YOSHIMURA

社長紹介
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事業紹介



ベイシスは、最先端をあたりまえにし、
「超スマート社会」を創り支える会社です。



事業内容
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MOBILE  ENGINEERING
モバイルエンジニアリングサービス

● 基地局工事ほかフィールド業務

● インフラ構築、運用監視等に関わる業務

ICTインフラ全般の
  エンジニアリングを行う
「インフラテック事業」

TECHNOLOGY
独自開発ツール、RPA、AIなどの最新テクノロジーの活用

ICTインフラ構築におけるノウハウ・スキル

INFRASTRUCTURE

IoT  ENGINEERING

● IoTネットワークの構築

● IoT機器の設置、運用保守等

IT  ENGINEERING

● ITインフラ（NW/Server）の構築、運用保守等

IoTエンジニアリングサービス

ITエンジニアリングサービス



IoTエンジニアリングサービス
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電力、ガス等の生活インフラ提供事業者や、小売業等のIoTインフラを構築する事業者向けに

ネットワーク構築等のサービスを提供。

スマートメーター

導入業界

電力、ガス

利用用途

自動検針

スマートロック

導入業界

商業施設・店舗

利用用途

入室管理

AIカメラ

導入業界

小売

利用用途

マーケティング・
防犯

カメラ×センサー

導入業界

小売

利用用途

無人店舗

EV充電器

導入業界

交通インフラ

利用用途

EV自動車の
充電

サイネージ

導入業界
小売

利用用途

広告・商品情報
表示

当社の対応実績一例

機器設置 機器設定・動作確認

運用・監視 障害対応・現地保守



モバイルエンジニアリングサービス

7

モバイル通信インフラの構築、運用、監視等に係る一連のサービスを提供。

基地局工事・保守 伝送設計・工事

運用・監視・保守 その他各種プロジェクト支援

当社の対応実績一例

キャリア 通信方式

マルチキャリアに対応 主要通信方式に対応

・4G LTE

・5G

・Wi-Fi

・WiMAX

・AXGP

・LoRa



ITエンジニアリング等のその他サービス
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サーバーやネットワーク等のITインフラに関するエンジニアリングのサービスを提供。

ITインフラ構築・保守

アプリケーション

ミドルウェア

ITインフラ

通信工事

ERPなどの基幹システム
Ofiice365などのグループウェア

WEBアプリ など

アプリケーションとOSの間で
動作するソフトウェア など

サーバーやネットワーク、
クラウド など

機器設置、配線工事 など

ITシステム構築の全体像

ITインフラ構築・保守に関するエンジニアリングを提供



ベイシスが属している市場
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4.2兆円以上のTAMを有する市場で事業を展開し、この広大な成長機会を活かしながら、

今後もさらなる事業拡大を目指す。

IoT

電力スマートメーター
電力事業者様向けの自動検針用スマートメーター設置

ガスNCU
LPガス事業者様向けの自動検針用スマートメーター設置

水道スマートメーター
水道事業者様向けの自動検針用スマートメーター設置
取引開始に向けて順調に進捗

カメラ
セキュリティ・マーケティング用カメラソリューション導入支援
顔認証入退室用カメラ導入も順調に進捗

スマートロック
マンションやオフィスビルなどへのスマートロック導入支援

通信インフラ
LPWAやローカル5Gなどの通信インフラ整備
自治体における防災水位監視、農村インフラ省人化・活性化に向
け、通信インフラ整備を支援

モバイル

基地局工事・保守
携帯電話基地局の工事案件などフィールド業務対応

運用・監視・保守
各キャリア様向けに通信インフラの構築、運用、監視等に係る
一連の作業対応

ITインフラ

ネットワーク・クラウド
ネットワーク・サーバー・クラウド等のITインフラに特化したソ
リューションを提供

TAM

4.2兆円

ITインフラ
約1.9兆円

モバイル
約1兆円

IoT
約1.3兆円



主要取引先企業

etc.通信 エネルギー メーカー その他
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本日、ベイシスについて覚えていただきたい4つのこと

IoTのインフラ構築事業が急成長し、過去最高売上を
達成（上方修正発表済み）

1

今後は株主還元も強化、株主優待を開始3

全国に広がるパートナー網×テクノロジー活用の
唯一無二の会社で、多重下請構造をアップデートする

2

2026年100億円、2030年300億円の売上高達成に向け
順調に成長中

4
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売上高比較
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2,884 百万円

3,920 百万円

2024年6月期

7月～12月

2025年6月期

7月～12月

前年同期比

35.9%増
過去最高を更新



IoTエンジニアリングサービス 売上高比較
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1,009 百万円

1,527 百万円

2024年6月度

7月～12月

2025年6月度

7月～12月

高成長を維持！

前年同期比

51.4％増



通期業績予想の上方修正
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103 百万円

135 百万円

修正前 営業利益 修正後 営業利益

経常利益
修正前対比

38.1％増

93 百万円

129 百万円

修正前 経常利益 修正後 経常利益

営業利益
修正前対比

30.9％増
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ベイシスの社会課題解決
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多重下請けによる非効率な構造を無くし、今まで中間業者が担っていたアナログで非効率な業務を
テクノロジーで代替し、生産性を高めることで、インフラ産業構造のアップデートを行う。

従来

インフラ事業者

一次請け
会社

二次請け
会社

二次請け
会社

作業
会社

作業
会社

作業
会社

作業
会社

✓ コスト負担増
✓ 管理工数増

✓ アナログ作業
✓ 管理工数増

✓ アナログ作業
✓ 管理工数増
✓ 低待遇

✓ アナログ作業
✓ 管理工数増

多重下請け構造

・多重下請＋アナログで低い生産性
・インフラ構築・維持コストの高止まり
・低待遇で担い手不足

解決策課題

将来的にICTｲﾝﾌﾗの構築・維持が困難に

ベイシスによるインフラ産業構造のアップデート

インフラ事業者

プラットフォーム化

テクノロジーを活用 DX推進

✓コスト負担減
✓管理工数減

✓デジタル化
✓管理工数減

作業会社 作業会社 作業会社 作業会社

日本全国 各地域✓デジタル化
✓管理工数減
✓高待遇

・付加価値の低い中間業者を無くし無駄を削減
・テクノロジーを活用し、業務の効率化・品質の均一化を実現
・インフラ事業者と作業会社双方の業務効率・生産性を向上

サステナブルなICTｲﾝﾌﾗの構築・維持が可能に



自社開発「BLAS」業務DXによる作業効率の向上
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ユーザー管理
情報管理

プロジェクト管理ツール

システムで情報の一元化を行い、
情報の登録・管理・確認などの細かい作業を効率化

現場（フィールド）

✓ 出発前登録

✓ 作業進捗登録・更新

✓ 写真登録・更新

✓ 検品・持出・設置・返却登録

現場から
アップロード可能

外部システム
✓ 各種情報DB

✓ AWSサーバー

登録

連携

管理部門（プロジェクト管理）

✓ プロジェクト作成

✓ 管理項目作成

✓ ユーザー、組織作成

✓ 掲示板登録

✓ アクセス権限作成

作成

✓ 進捗管理・更新

✓ プロジェクト管理

✓ 機器管理

✓ サマリ（検収・台数）

✓ Google Map 連携

閲覧

✓ 作業書ダウンロード

✓ 管理票ダウンロード

✓ 画像ダウンロード

出力

約93%削減

作業時間

自社調べ

業務のDXにより全体作業工程を最適化×データ化
現場および管理者の作業時間を大幅に削減



作業指示

BLASを活用した施工DXのBefore→After
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BLASの導入により、作業効率・生産性が大幅に向上

紙、メール、口頭
で指示

クラウドから自動的に
スマホへ指示

進捗確認・共有 施工不良確認
作業報告書
作成・提出

作業データ保管

電話・メール・エクセル
で確認・共有

クラウド上で
リアルタイムに共有

目視、報告書提出後
に確認

スマホで
撮影・アップロード

リアルタイムにAIで確認

エクセルで書類作成
メールで送信

クラウド上のデータを
もとにRPAが自動作成

し送信

紙・CD‐ROMに
保存・管理

クラウド上に
即時保存・管理



全国対応できる体制
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全国に広がるベイシスパートナーズにより全国規模のプロジェクトにも対応できる体制を展開。

ベイシスパートナーズ参加企業数

417社 

2023年6月末時点

前々期末比+80社

497社

2025年1月末時点



ベイシスは唯一無二の会社
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ベイシスは「現場対応力」「全国のパートナー網」「テクノロジー活用」を強みとしており、

超スマート社会の実現に向けた社会実装を担う唯一無二の会社。

超スマート社会の実現に向け、ラストワンマイルの実装を担当

現場対応力

通信インフラ分野で技術力を
磨いてきました。

長年の経験と実績を活かし、
お客様の課題に対して最適な
ソリューションを提案し、

安定したサービスを提供します。

全国のパートナー網

全国に広がるパートナー企業網を
活用し、全国規模のプロジェクト

にも対応できる体制を
展開しています。

テクノロジー活用

現場対応だけでなく、
最先端の技術を活用し、

 業務の効率化と生産性向上を実現。
 自社開発のBLASを活用し、

 インフラ産業の多重下請け構造を
アップデートしていきます。
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今後は株主還元も強化

1. 事業の成長
中期経営計画、2030年ビジョンの達成

2. 流通株式数の増加
株式分割

3. 株主還元の強化
株主優待→導入決定！

4. 認知度向上
情報発信強化

具体的な４つの施策

株価向上施策の説明動画
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株主優待制度の導入

概要
対象となる株主：毎年6月末、12月末時点で200株以上を保有の方
開始時期 ：2025年６月末日時点の株主名簿に記録された対象の方

優待内容
対象の株主様に対して保有株式数に応じてデジタルギフトを贈呈

想定年間利回り：1年未満 3.34％、1年以上 6.66％
※保有数200株、株価1,500円の場合 ※適時開示日2025年3月26日の終値 23

株主の皆様のご支援に感謝し、中長期的な保有促進と事業理解の向上を目的に、株主優待制度の導入を決定。

詳細はこちらから↓

デジタルギフト一例
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2030年ビジョンと中期経営計画
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「通信インフラ」エンジニアリングから

「ICTインフラ全般」のエンジニアリングカンパニーに進化

2023年6月期 2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期 2030年6月期

売上高

約300億円中期経営計画

7年で

4.4倍

「ICTインフラ全般のエンジニアリングカンパニー」への成長を目指す

約100億円

IoTエンジニアリングに
積極的な戦略投資を実施



中期経営計画３か年における業績目標の推移（売上高）
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売上高について、2025年6月期計画は当初計画を下回る計画だが、2026年6月期の計画は到達可能と

判断し、変更なしの約100億円。

6,549 

8,046 

9,612 

（単位: 百万円)売上高

6,822 

7,920 

9,612 

2024/6 実績 2025/6 計画 2026/6 計画

当初計画 修正計画
変更なし

約100億円

修正

前年比
121.4%

⚫ 成長性の高い事業の拡大

2024年6月期に伸長したIoT領域については、

BPaaSモデルのさらなる拡大を行う。

特に取引歴が浅く、取引額が少ない既存顧客は深

耕ポテンシャルが大きいため積極的な営業提案を

行う。

⚫ M&Aによる成長

ITインフラ領域やIoT領域で事業シナジーが見込め

る企業のM&Aを積極的に行う。

売上高達成に向けた2025年6月期重要戦略

前年比
116.1%

前年比
119.5%

前年比
122.9%



M&Aによる未開拓領域の拡大

27

モバイル・IoTの通信インフラエンジニアリングの実績を基に、ICTインフラ全般を手掛ける

エンジニアリング企業への進化を目指す。年間1～2件のM&Aの実施を計画し事業拡大を推進。

M&AによるITインフラ領域の拡大戦略 ITインフラのカテゴリー 一例

セキュリティ クラウド

無線LAN SDN



中期経営計画３か年における業績目標の推移（EBITDA）
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EBITDAについて、売上総利益率の高い案件の減少等により2025年6月期の計画は大幅な下方修正。
売上総利益率の改善を条件に2026年6月期の計画は変更なし。

189

486

753

138
182

753

変更なし

（単位: 百万円)EBITDA 

2024/6 実績 2025/6 計画 2026/6 計画

当初計画 修正計画

修正

前期比
413.7%

⚫ 売上総利益率の改善

上昇した労務費の取引価格への転換交渉、プロ

ジェクト採算管理の徹底、不採算プロジェクトの

精査等を行う。2026年6月期の売上総利益率の計

画は27.2%。2025年6月期は22.1%の計画ではある

が、3年前の2021年6月期は27.7%であったため、

その水準を目指し改善を行う。

前期比
131.8%

前期比
154.9%

前期比
257.1%

EBITDA達成に向けた2025年6月期重要戦略



価格改定：案件単価の交渉
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交渉成功率

42.2%
交渉中   52.3%
交渉失敗 5.5%

平均単価改定率

12.0%

売上高影響額

+1億1,758万円

※2025年6月期業績影響額

56.0%
交渉中  58.0%
交渉失敗 3.0%

7.0% +2,268万円

ベイシス

アヴァンセ・アジル

ベイシス＞案件単価の交渉が可能な対象プロジェクトを選定し、価格交渉を実施。成功率42.2%。

アヴァンセ・アジル＞ベイシスの交渉ノウハウを活用し、派遣単価の交渉を実施。成功率56.0％。

※2025年12月末時点の集計値



中期経営計画の概要
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2030年ビジョンに向けて

「Reborn Basis」
～祖業であるモバイルエンジニアリングサービスに続く第二の柱を作り、育てる変革期～

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

売上高100億達成に向け

土を耕し種を蒔き芽を出す

2024年6月期に出た

芽を大きく育てる

モバイル以外の

柱の完成と

売上高100億円達成

⚫ 中期経営計画開示

⚫ 採用・営業・システム開発への
積極投資による優位性の確立

⚫ 成長性の高い事業へシフト

⚫ BPaaSモデルの確立

⚫ M&A実行

⚫ 既存顧客深耕による
売上拡大

⚫ BPaaSモデルの推進

⚫ 利益改善

⚫ M&A



Appendix



会社概要
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ベイシス株式会社

2000年（平成12年）7月19日

代表取締役社長 吉村 公孝

335百万円

東京都 港区

仙台、東京、大阪、名古屋、広島、福岡

568名（2024年6月30日現在）

6月

インフラテック事業

株式会社アヴァンセ・アジル

会社名

設立

代表者名

資本金

本社

事業所

従業員数(連結)

決算期

事業内容

子会社

仙台

東京
大阪広島

福岡

名古屋

創業24年の独立系エンジニアリング会社



企業理念
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ICTで世の中をもっと便利に

Update The World
変化し、変化させ、必要不可欠な会社に

Mission

Vision



沿革
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第1成長期 全国へ拠点拡大（2000年～2007年）

2000年

7月 広島にて創業

モバイルエンジニアリング

サービスを開始

2006年 

4月 東京都品川区に本社移転

10月 仙台支店を設立

11月 福岡支店を設立

2007年 

3月 大阪支店を設立

7月 札幌支店を設立

2023 2024202120202015 201820112000 2007



沿革
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第2成長期 各通信キャリアと直取引開始（2011年）

2011年

ソフトバンク社との取引が本格開始し、

それに伴い各通信キャリアと直接取引を開始

2023 2024202120202007 20152000 20182011



沿革
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第3成長期 IoTエンジニアリング開始、テクノロジーの活用（2015年～2019年）

2015年

東京電力パワーグリッド社との取引開始

スマートメーターの設置・交換など、

IoTエンジニアリングサービスを開始

 

2018年

RPAツール販売を開始

2023 2024202120202007 20152000 2011 2018



沿革
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東京証券取引所マザーズ上場 さらなる成長へ（2020年～2021年）

2020年

ガススマートメーター設置取引本格開始

 

2021年

東京証券取引所マザーズ（現グロース）上場

2007 2019 2023 20242015 20212000 2011 2020



沿革
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育成事業としてITインフラ領域に進出。初のM＆Aを実施（2023年～2024年）

2023年

自社開発のクラウド型施工管理「BLAS」の有償化を開始

中期経営計画を発表

初のM&A実施、アヴァンセ・アジル社を子会社化

2024年

自己株式の取得状況を発表

画像認識AIの特許取得 

2000 2007 2011 2018 2023 20242015 20212020
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